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序  文   

富士見村は、赤城山の南西麓に位置し、西に榛名山、妙義山を望  

み、南に西上州の山々、さらには遠く富士山が見えるということが  

村名の由来になったように、豊かな自然に囲まれた風光明娠な地で  

あります。また、赤城山の南麓から南西麓にかけては、広く遺跡の  

宝庫として知られており、近年の発掘調査の増加によって、具体的  

な歴史事象が次第に明らかにされつつ有ります。   

農業を主産業とする富士見村でも、農業を巡る環境の変化に伴い、  

昭和58年度から県営富士見地区の圃場整備事業を行ってまいりまし  

た。今回の調査はその9年次事業に伴い行われたものであります。   

調査は道水路部分の試掘調査だけというはなはだ不十分なもので  

ありますが、調査の規模からだけでは語れない多くの成果が得られ、  

富士見村の歴史に新たな事実を書き加えることができました。   

とはいえ、調査によって新たな知見が得られる代償として、多く  

の遺跡が永遠に失われていくこともまた事実であり、文化財保護行  

政に携わるものとして、いかに我々の祖先の足跡を保護・保存し、  

また、後世に伝えていくかという責任の重さを痛感する次第です。   

最後に、発掘調査にあたりご助力いただきました群馬県教育委員  

会文化財保護課、大胡町教育委員会、北橘村教育委員会、並びに協  

力いただいた関係機関、さらには、現場で調査に携わった作業員の  

皆様に心より感謝申し上げ序といたします。  

平成5年3月  

富士見村数育委員会   

教育長 鈴 木 清 茂   



呂  

1．本書は県営圃場整備事業に伴い事前調査を行った赤城遺跡、長泉寺遺跡の試掘調査報告書で  

ある。  

2．遺跡の所在地は以下のとおりである。   

赤城遺跡  群馬県勢多郡富士見村大字田島字赤城514－2番地   

長泉寺遺跡  ノ／ ／／  ／／  ／／ 長泉寺426番地他  

3．調査は、群馬県教育委員会文化財保護課の指導のもと、富士見村教育委員会が行った。   

試掘調査は文化庁サイド（国庫補助金・県費補助金・村費）の費用負担で行った。整理・報   

告書作成作業は前橋土地改良事務所委託金・国庫補助金・県費補助金・村費で行った。  

4．調査期間は以下のとおりである。   

試掘調査 平成3年11月11日～11月22日   

整理作業 平成4年5月27日～平成5年3月31日  

5．調査組織は以下のとおりである。  

教育長 鈴木清茂  社会教育課長 狩野透   

社会教育課 係長 本多幸一  主任 羽鳥政彦（調査担当）  

6．本書の編集・作成は主に羽鳥が行ったが、一部船津かほるが補佐した。図面トレースの一部  

は技研測量設計㈱に委託した。  

7．試掘調査及び本書の作成にあたり、下記の機関、方々のご指導、ご協力を得た、記して感謝   

の意を表したい。（敬称略 順不同）   

群馬県教育委員会文化財保護課 大胡町教育委員会 北橘村教育委員会   

大栗勇一 津金沢吉茂 山下歳信 長谷川福次  

8．試掘調査、整理作業参加者は以下のとおりである。   

狩野光江 神尾茂 久保学 佐藤満子 塩沢雪江 関口すみ子 関口照子 関谷清治   

高橋充子 中東彰子 奈良牛松 萩原弘子 船津かほる 横沢和代   



凡  例  

1．遺構図方位記号は座標北を表している。  

2．挿図縮尺は以下のとおりである。  

位置図  1／25000  遺物 縄文完形・半完形土器 1／4  

立地図  1／1500  

全体図  1／40（）  

遺構 竪穴住居跡 1／80  

土坑  1／40  

満・ピット 1／80   

3．遺構実測図中で礫は点描している。   

縄文土器拓影  1／3   

石器（石鉄1／1、小型磨製石斧1／2、  

打製石斧等1／3、磨石・磨製石斧1／4、  

石皿・多孔石・石臼1／6）  

土師器・須恵器・陶磁器1／4  

4．遺構番号は縄文時代とそれ以外の時代とで区別し、縄文時代の遺構似ついては頭にJを付け   

て表記している。また調査区ごとに遺構番号を付したため、さらに番号の頭に調査区名（ア   

ルファベット）を冠し、遺構番号としている。（例E区のJl号住居跡→EJl号住居跡）  

5．巻末の遺物写真の縮尺は統一していない。  

6．第2区lは建設省国土地理院発行の2万5千分の1地形図（渋川）に加筆して使用した。   
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Ⅰ 発掘調査の経緯  

Ⅰ 発掘調査の経緯   

1．発掘調査に至る経緯  

ここに報告する富士見地区遺跡群赤城遺跡・長泉寺遺跡は、昭和58年度から開始された県営圃  

場整備の平成3年度事業に伴って発掘調査を行ったものである。   

平成3年度の圃場整備事業は大字田島地区で予定されていたが、地権者の同意が得られずエ事  

の実施が危ぶまれていた。このため、対象地域は広大な遺跡地となっていたものの、埋蔵文化財  

の調査も開始できずにいた。平成3年11月になって、急遽工事の実施が決定されたため、道水路  

予定地の試掘調査を実施し、遺構、遺物を検出したため、記録保存の措置を講じた。  

2．調査の経過  

重機により試掘トレンチを掘削したところ、遺構・遺物が検出されたため、11月11日から作業  

員を投入し、遺構の調査を開始した。準備期間がなかったため、富士見村教育委貞会だけでは作  

業員が集められず、大胡町教育委員会と北橘村教育委貞会に協力をお願いして、辛うじて調査体  

制を取ることができた。   

調査は赤城遺跡から開始し、多少の前後はあったが順次長泉寺遺跡A→B→C→E区と進んで  

いった。   

赤城遺跡では溝等、長泉寺遺跡A・C区では平安時代と縄文時代の住居跡、溝、土坑等、B区  

では平安時代の土坑、E区では縄文時代の住居跡と土坑の調査を行った。  

11月22日、群馬県教育委員会文化財保護課と他町村の協力によって、短い調査は終わった。  

3．調査地の位置と周辺の遺跡  

富士見村は赤城山の南西麓にあり、山頂までを含む狭長な村である。前橋市の北方に位置し、  

東に大胡町、宮城村、西に北橘村等が接している。標高は南端の約150mから山頂の1828mまでで、  

標高450m前後の傾斜変換点を境として、北東部の山岳地と南西の裾野部分とに2分される。 赤  

城・長泉寺遺跡は富士見村役場のすぐ西側に位置し、周辺は濃密な遺跡地帯である。   

県道渋川一大朝練を挟んで、南側には昭和62年に調査を行った由森遺跡があり、その東に白川  

遺跡、さらにその南に久保田遺跡がある。由森遺跡は平安時代の集落跡（住居跡22軒、掘立柱建  

物跡約10棟を調査）を主体とする遺跡で、縄文時代前期の住居跡2軒も調査している。白川遺跡  

は古墳時代～平安時代（古墳時代住居跡20軒、平安時代住居跡13軒、掘立柱建物跡8棟などを調  

査）を主体とする遺跡で、縄文時代前期と後期の住居跡も各1軒調査している。久保田遺跡は多  

時期に渡る複合遺跡で、縄文時代前期の住居跡6軒、古墳～平安時代の住居跡16軒、掘立柱建物  
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跡1棟、中近世の溝跡などを調査している。   

富士見村役場も遺跡の中にあり、周辺は古墳時代を中心とする遺物が散布している。この北方  

にある中央公民館も、新井遺跡の一角に位置し、平成4年に民間開発に伴って、中近世の館跡、  

縄文時代中期の住居跡、奈良・平安時代の住居跡などを調査している。   

未調査であるが、赤城遺跡と台地続きで南西方の引田字高橋は古墳時代、細ケ沢川を挟んで西  

方の引田字三反田は縄文・古墳時代、その北方の漆窪宇宿原は縄文時代の遺跡包蔵地である。平  

成2年度に調査を行った日向遺跡は、孤立丘である十二山の東兼に位置し、館跡の一部である溝  

跡を調査している。また、同年に調査を行った愛宕山遺跡・初室古墳は十二山の西側に位置し、  

縄文時代前期の住居跡11軒、土坑約150基、古墳1基を検出している。平成元年度に調査を行った  

陣場・庄司原遺跡群は法華沢川を挟んでさらに南西に位置するが、6遺跡で縄文時代・古墳時代・  

平安時代の住居跡約200軒、古墳7基、方形周溝墓5基などを調査している。  

5．遺跡の立地  

赤城山薦は中小の河川の開折によって狭長な台地が形成されている。さらにこの台地には数多  

くの旧河川の痕跡が認められ、舌状台地などの微地形が形成されている。   

赤城遺跡と長泉寺遺跡は、細ケ沢川の東側台地上に隣接して位置している。赤城遺跡の南東に  

は細ケ沢川から樹枝状に伸びる旧河川跡があり、このさらに南東に長泉寺遺跡が位置する。長泉  

寺遺跡は谷頭を巡って占地しており、ここから旧河川跡が細ケ沢川に向かって伸びている。長泉  

寺遺跡の西側は舌状台地であり、東側は旧河川と東側の大川とに挟まれて、白川遺跡などへと台  

地が続いている。  

6．調査の方法  

ほ場整備事業の道路予定地のほぼ中央に、重機によって幅約1～2mの試掘トレンチを入れた  

試掘調査によって遺構が検出された部分を拡幅し調査を行った。表土剥ぎはすべて重機によって  

行い、ローム層上面を遺構検出面とした。   

長泉寺遺跡はトレンチごとにA～E区の区名を付し調査を行った。D区からは遺構・遺物が検  

出されていない。   

遺構の調査は基本的に、ほぼ中心車由若しくは竃を通した位置で土層断面の観察を行い、遺物は  

床面・底面密着の物だけ位置を記録して取り上げた。図面作成は平板実測で行い、遺構平面図・  

断面図は1／20、全体図は基本的に1／100で行った。炉の実測図は1／10で作成した。調査区域は狭  

長な道路予定地の試掘トレンチが主であるため、全体を通してのグリッド設定は行わず、各区毎  

に基準点を設定して国家座標に関連付けた。  
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第1同 遺跡の位置と周辺の追跡  

第1表 周辺の遺跡一覧表  

番号  遺跡名  所  在  地  時  代  種  別   備  考   
群馬県遺  

跡台帳Nn 

ロ  赤城遺跡  田島字赤城   縄文、近世   屋敷跡   本報告書   2120  

2  長泉寺遺跡  「H島ごナニ長泉寺   縄文、平安   集落   〃  
3  縄文、奈良、平安  2121  

中世  館跡  

4   縄文、古墳、ニ平安   昭対162年度調査報吾書腰刊  

b  由森遺跡  田島′－ナ：lll森   縄文、平安   集落   ／／  ／ノ   

6  久保「n遺跡  原之郷宇久保田  縄文、古墳、平安  ノ／  ノ／   

中世  館跡  
巴  （十二）  阿島字十二  縄文   包蔵地  散布多量  21199 

8  （高橋）  引出字高橋   縄文、古墳   包蔵地   

9  （三反山）  引田字三反H   縄文、古墳   包蔵地   縄文中期、土師古  

214l）  
計：群馬県遺跡台帳Ⅰ（栗毛編）及び富士見村誌を基礎に、その後の発掘調査の成果を加味して作成した。  

包蔵地の遺跡名は便宜的に小字名をあてた。，  
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7．基準土層  

富士見村の台地の堆積土層は基本的には大きな相違はない。   

後世の耕作等によって台地の上面はかなり削平されており、表土直下にローム面が現れること  

がしばしばである。赤城遺跡と長泉寺遺跡D・E区ではこのような状態であったが、長泉寺遺跡  

A区東端からB区南半部にかけてはIR河川跡の谷頭に当るためか、黒褐色土の堆積が南になるほ  

ど厚くなる状況が観察でき、上面にはC軽石（浅間山起源）を含む黒色土の堆積も認められた。  

また、C区でも堆積状況に多少の差異があるものの異色土が堆積していた。  
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H 赤城遺跡の遺構と遺物  

ⅠⅠ赤城遺跡の遺構と遺物   

1．概  要  

赤城遺跡で検出された遺構は溝2条と性格不明な遺構  

（1号遺構）1基である。滞は調査区の北端に並んで検出  

された。1号遺構は調査区の中央に検出されている。遺物  

は滞中から多量の陶磁器等が出土した以外に、縄文時代前  

期の遺物が調査区の北端からまとまって出土している。  

2．1号遺構（第4図）  

試掘トレンチのほぼ中央に検出された。西側は調査区域  

外であり全体の形状、性格等不明である。   

検出部分から判断すると主体部は長円形で、そこから南  

に向かって溝が伸びているようである。埋土上層の北側か  
第3図 赤城遺跡全体図  

ら斜めにローム土層が厚く堆積し、上  

面は踏み固められていることから、人  

為的に埋め戻した後で、上面を道路若  

しくは通路ヒして利用していた可能性  

がある。主体部の底面はほぼ平坦で、  

中央にはさらに深く土坑が掘られてい  

る。土坑壁面には礫が並べられている  

ように見えるが、自然堆積層中にも礫  

が含まれているため、人為的であるか  

どうかの判断は明確にはできなかっ  

た。主体部底面の周縁や溝部の緑にも  

礫が並んでいるように見えるが、同様  

である。主体部の壁面は急角度で立ち  

上がるが、北側と東側はえぐり込まれ  

ている。主体部ヒ溝の底面はわずかな  

段差で続いており、清底面は緩傾斜で  

南に下っている。遺物は陶磁器が数点  

出土しただけである。性格についての  

－
J
 
 
 



確証はないが、土坑状の掘り込みと溝の組み合わせから、溜井の可能性を考えている。  

3．1号溝（第5図）  

調査区北端に位置する。東端で2号満と重複しており、断面観察から本跡が新しい。   

南北4mほどの長さを調査した。もともと素掘りであった溝に、後になって石積みを施したも  

のと思われる。西側の石積みは東端を除いて、ほぼ全面に検出された。上部は崩落しているが、  

下部の残存状況は比較的良い。東側の石積みは全体的に残存状況が悪い。南半部は旧溝の壁面が  

そのまま残存しており、下部だけ幅の狭いテラス状になっていることから、控えを取らないで石  

積みを行ったとも考えられる。石積み部分の掘り方の内側に30～40cm黒色土を入れ、礫を若干の  

角度をもって積み上げている。残存する石積みの上段の内法で幅約30cmである。底面は平坦で、  

幅約20cmを測る。石材は河原石と山石の両者を用いている。大きさは拳大から長さ50cm程度まで  

と様々である。遺物は陶磁器、ガラス瓶、木材、鉄器、砥石等が出土している。遺構の時期は近  

世′）近代と思われる。  

4．2号溝（第5図）  

素掘りの満で幅約1．3m、深さ70cmを測る。壁面は多少の凹凸はあるものの直線的に掘り込まれ、  

底面はほぼ平坦である。断面形は逆台形状を呈する。遺物は陶磁器が数点出土した。  

e確ダe′d雫d′c  
第5図 1・2号溝  
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ⅠⅠ赤城遺跡の遺構と遺物  

5．出土遺物（第6～9図）  

赤城遺跡で出土した遺物は大半が1号清から出土した陶磁器類である。1号清からは前記した  

ようにガラス片、木材、鉄器（鎌など）、砥石等も出土しているが、これらについては資料化して  

いない。また、陶磁器類についても写真図版だけしか掲載していないものがある。他の遺構や遺  

構外から出土した遺物は多くないため、陶磁器類の図版は一括して作成している。図版は陶磁器  

以外に1号溝出土の石臼と遺構内外から出土した土師器・須恵器、縄文土器について作成してい   

る。   

縄文土器（第9図）一縄文土器も大半は1号溝中に流れ込んだ状態で出土している。1は平行沈  

線で菱形か斜格子に文様構成すると思われる。2と3は爪形文であるが、3は平行（単）沈線だ  

けの部分もある。4は0段多条LR、6・10・22もLRである。8・9は同一個体で他にも多数  

の破片が出土しているが接合できなかった。原体はRL－LRで羽状に施文する。7は口緑部で  

原体不明瞭であるが8・9と同一個体と思われる。11・12はRL、13～16はLである。17はLと  

Rで菱形に構成する。18・19・24は単軸絡条体である。20は原体が細く不明瞭であるがRLか。  

21・22はLR。23はR。25も不明瞭であるがRLか。これらは20・22・25を除き繊維を含む。前  

期中葉の土器と思われる。20・22・25は前期後半か。26は太い浮線上に半裁竹管で粗く連続刺突  

する。胎土は砂粒および片岩粒を混入し、にぷい黄橙～橙色を呈する。時期は前期後半の可能性  

もあるが不明である。   

石臼（第8図－1） 上白で径約37．Ocm、高さ12．3cm、重さ21．1kgを計る。安山岩。  

第2表 赤城遺跡出土遺物観察表（第8図一須恵器他）  

番号  ≡≡ ．＝；  出土位置 残存状態  法 量（cm）  胎土・色調   器 形、整 ・ 成 形 の 特 徴   備  考   

田  かわら  1号溝  口：12．0  砂粒、黒色粒  休部～口緑部は内湾して立つ。底部は平底。   酸化炎焼成  

け？  1／5   底：9．0  にぷい赤褐色  底部は回転ヘラケズリ。他は内外面とも回転ナデ  

高：3．4  底部の一部還元。   

璃  1号溝  白色根粒  回転ナデの稜が明瞭である。   墨書土器  

須恵器  1／4  にぷい褐色  外面に黒斑あり。   文字不明  

「伊か？」   

4  土宛  1号溝  口：（13．0）  粗砂、白色粗  休部丸みがあり、口縁郡は外反する。外面の回転  墨書土器  

須恵器  1／6  粒  ナデの稜は明瞭である。   内外にある  

灰黄褐色  が文字不明   

5  土宛  1号溝  底：6．3   砂粒、白色粒  高台外面はほぼ直立する。  

須恵器  底部完存  にぷい黄橙色  高台貼付後接合部丁寧なナデ。   

7   
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ⅠⅠ赤城遺跡の遺構と遺物  
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第7図 赤城遺跡出土遺物（2）陶磁器   
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第9区Ⅰ赤城遺跡出土縄文土器   

JO  



ⅠⅠ赤城遺跡の遺構と遺物  

第3表 赤城遺跡出土陶磁器観察表一染付け－（第6図）  

番号  器 種  出土遺構 残存状態  量 目（cm）  胎 土  染 付 文 様  呉  
須  備  考   

皿  白色  山水   くすんだ青色   肥前系   

磁器   

高：2．3  

皿  白色  蕨手唐草（内面）  肥前系   

磁器   草花（外面）  

高：2．4  菊花   

3  皿  1号溝  口：13．1   白色  つる草文   淡い青色   蛇の目和則ぎ部と高台  

磁 器  ほぼ完形  台：5．5  見込み染付  端に砂付着。  

高：2．9  底部外面放射状のしぽ  

り。肥前系   

4  蓋  白色  草花  ややくすんだ青色  肥前系   

磁器   連続円文（内面）圏  

高：2．5  線  

碗  白色  丸文ちらし   ややくすんだ青色  見込五弁花  

磁器   肥前系   

高：5．2  

6  碗  白色  菊花   くすんだ青色   見込五弁花  

磁器   肥前系   

高：5．2  

碗  白色  菊花   くすんだ青色   肥前系   

磁器   

8  碗  灰色  菊花   くすんだ青色   肥前系   

陶器   

碗  白色  竹葉   くすんだ青色   肥前系   

磁器   

10  碗  白色  竹葉   明青灰色   肥前系   

磁器   

碗  白色  竹葉、筍   くすんだ青色   見込染付  

磁器   肥前系   

碗  1号溝  口：7．7   灰白色～  竹葉、筍   ややくすんだ青色  見込五弁花  

陶 器  4／5  底：3．0  灰色  肥前系   

高：4，6  

碗  白色  農夫   くすんだ青色   貫入  

磁器   肥前系   

14  碗  灰色  くすんだ青色   貫入  

陶器   黒色粒   肥前系   

碗  白色  矢筈文、折線文  くすんだ青色   肥前系   

磁器   

16  碗  1号遺構  口：8．8   灰白色  花文   明青灰色   貫入あり  

陶 器  完形  台：3．7  白斑  （裏面に同匠の花  高台～体下部霹胎  

高：5．6  文1点）  瀬戸美濃   

17  徳利  灰白色  草葉   濃い青色   肥前系   
磁器   

JJ   



第4表 赤城遺跡出土陶磁器観察表（第7図）  

番号  券 種  出土遺構 残存状態  量 目（cm）  胎 土 色 調   
柚   調       色   調   備  考   

ロ  小  碗  1号滞  口：5．3  赤色粗粒  体部下半～高台露胎。   貫入あり  

陶  器  完形  底：2．8  瀬戸美濃   
高：3．6   

田  小  鉢  1号遺構  口：9．8  灰色   灰粕と鉄柵を半々に施柚。   瀬戸美濃  
陶  器  2／3  底：4．0  

高：3．3   

3  碗  1号滞  口：8．6  白色   細かい貫入あり。   瀬戸美濃  

陶  器  1／2  底：3．1  高台部露胎。   

高：5．7   

ロ  香  炉  1号遺構  口：9．6  灰貴色   外面に菊花文か。   瀬戸美濃  

陶  器  2／3  底：  飴粕   外面及び内面口緑郡に飴柚。   

高：  

5  皿  1号溝  口：9．6  灰色   袖下に褐色の小斑。体下部霹胎。   瀬戸美濃  

陶  器  1／4  底：4．4  体下部回転へラケズリ。   

高：2．1   

6  耳  壷  1号溝  口：6．4  灰黄色   外面及び内面口縁部に飴柚．   瀬戸美濃  

陶  器  1／3  胴：11．0  貫入あり。施柚は厚い。口唇部は無柚。   

高：   

ロ  徳  利  1号溝  口：3．8  にぷい褐色  底部周縁露胎。   底部墨書  

陶  器  一部欠損  底：6．4  益子？   

高：19．8  

胴：7．4   

8  火  鉢  1号清  口：17．0  砂粒・赤色粒  口唇部外面直下に沈線。   在地  

軟質陶器  1／4  黒褐色   休部下半にケズリ残す。スタンプを連続施文。   

9  火  鉢  1号溝  口：19．0  白・赤色粒  口唇部外面直下に沈線が2条入るが、上段は一部  在地  

軟質陶器  一部欠損  底：14．4  黒褐色   途切れる。内面とロ緑部外面は回転ナデ。  

高：8．8  休部にナデが縞状に入る。   

火  鉢  1号溝  口：（24．7）  白・赤色粒  内面回転ナデ。   在地  

軟質陶器  破片  黒褐色   スタンプ施文。   

田  火鉢？  白・赤色粒  在地   

軟質陶器   灰～黒色   

田  鍋  1号溝  口：（32．0）  砂粒少量  ちぢれ底   煤付着  
軟質陶器  破片  底：（29．8）  在地   

高：5．4   

13  内耳鍋  1号溝  ロ：（35．5）  砂粒少量  ちぢれ底   煤付着  
軟質陶器  1／8  底：（34．5）  在地   

高：4．4   

田  鍋  在地   

軟質陶器   にぷい褐色  

～黒色   

15  鍋  回転ナデ。   在地   
軟質陶器   灰白～黒色  

16  火  鉢  1号溝  ロ：23．0  にぶい褐色  内面回転ナデ。外面ナデ。   煤付着  

軟質陶器  1／3  底：20．0  ロ緑部外面に突起（把手）。個数は不明。   在地   

高：13．9   
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1ⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

第10図 長泉寺遺跡全体図  

ⅠⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物   

1．概  要  

A区一検出された縄文時代の遺構は土坑だけで  

ある。遺物は遺構内外から前期・中期のものが主  

体に出土し、少量であるが後期の物も出土してい  

る。平安時代の遺構は竪穴住居跡2軒と溝2条で  

ある。このほか時期不明の柱穴群が検出された。   

B区一平安時代の土坑が2基と数基の柱穴が検  

出された。遺物は平安時代のもの以外に縄文時代  

の遺物が数点出土した。   

C区一縄文時代は中期の住居跡1軒、時期不詳  

の土坑2基が検出された。遺物は前期から後期ま  

での土器と石器が遺構内外から出土している。平  

安時代の住居跡は2軒と土坑1基である。その他  

では時期不詳の溝2条が検出された。   

D区一道構、遺物は検出されなかった。   

E区一縄文時代前期の住居跡1軒と土坑5基が  

検出された。本区から出土した遺物は、遺構内外  

ともに縄文時代前期に限られる。  

J3   



2．縄文時代の遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡   

EJl号住居跡（第11図）   

E区のほぼ中央に位置する。  

東側と南側は耕作等によってす  

でに削平されており、形状・規  

模等不詳である。中央部に土坑  

が重複し、土坑が新しいと思わ   

れる。   

東西約5m、南北約4mの範  

囲を調査した。検出面から床面  

までの深さは東壁で20cmを測   

り、西になるに従って漸減する。  

壁面は直に立ち上がる。   

床面はほぼ平坦であり、比較  

的よく踏み固められている。北  

壁と東壁に沿って壁周溝が巡っ  

ている。幅40cm、深さ約30cmを  

測る。南端は調査区域外へ伸び  

ており、西端で途切れるが、西  

壁は捉えられず、周溝も検出で  第11図 EJl号住居跡及びEJ5号土抗  

きなかった。   

調査部分の南に寄って3本のピットが検出されている。1Pは径約80cm、床面からの深さ約50  

cmを測り、平面形は円形を呈する。2Pは径約60cm、深さ85cmを測り、不正円形を呈する。3P  

は長径50cmX短径30cm、深さ35cmを測り、長円形を呈する。EJ5号土坑の東側張り出し部分と  

2Pは本跡の主柱穴の可能性がある。1P及び3Pの帰属は不明である。炉は検出されていない  

が、EJ5号土坑によって壊された可能性がある。   

遺物は主に埋土中から多量に出土しているが、土器はほとんど大小の破片であり、形状が復元  

できたものは少ない。石器の量は多くないが、スクレイパー類、剥片が出土している。尚、後段   

にE区遺構外として掲載した土器の多くも本跡から出土した可能性が強い。   

本跡の帰属時期は、出土土器から縄文時代前期中葉と思われる。  

J尋   



l工Ⅰ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

CJl号住居跡（第12図）   

C区の中央部東寄りに位  

置する。時期不明の土坑に  

よって、北壁を切られ、現  

代の耕作溝等による撹乱も  

受けている。南側は調査区  

域外である。   

径約4m、深さ約20cmを  

測り、円形状を呈すると思  

われる。壁面は角度をもっ  

て立ち上がる。   

床面は平坦であるが、あ  

まり堅緻ではない。西側の  

壁に沿って2本の小ピット  

が検出されている。1Pは  

長径40cm、短径30cm、深さ  

15cmを測り、長円形を呈す  

る。2Pは径約30cm、深さ10cmを測り、円  

形を呈する。いずれのピットも小規模で、  

他の部分にピットが検出されないことか  

ら、本跡の柱穴であるかどうかは不明であ  

る。住居のほぼ中央に石囲炉が付設されて  

いる。石材は西・北・東の三方に大振りな  

河原石が用いられており、南側は破損した  

石皿を転用している。内法は東西約35cm、  

南北約50cmを測る。中央には小型の深鉢が  

2個体埋設されているが、検出状況から判  

断すると中央の方が新しいと思われる。   

遺物は埋設土器以外は埋土中から土器破  

片・剥片類が出土しただけである。   

本跡の時期は出土遺物から中期後半と思  

われる。  
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（2）土坑（第13図）   

AJl号土坑   

Al号住居跡の東壁に重複する。土器の出土範囲をもって土坑としたが、余り明瞭な掘り込み  

ではない。径約85cmを測り、円形もしくは長円形を呈すると思われる。断面形状は鍋底状で、深  

さ約25cmである。遺物は実測可能な深鉢と底部、土器破片、数点の剥片が出土している。  

A」2号土坑   

遺物が集中して出土した地点に土坑番号を付したが、明瞭な掘り込みは確認できなかった。  

A」3号土坑   

A区東半部北側に位置する。北端は調査区域外である。   

径杓125cmを測る円形の土坑で、深さ約10cmと浅い。遺物は出土していない。  

CJl・2号土坑   

C区東半部に位置し、1号満と重複する。2つの土坑の重複としたが、単一の遺構の可能性も  

ある。  

Jl号土坑は東西120cm、南北140cmを測り、深さは17cm程である。形状は整っていない。遺物  

は蜂の巣石が出土している。J2号土坑は長径180cm、短径約140cmを測り、長円形を呈する。深  

さは15cm程で、Jl号土坑との底面の差は明瞭でない。遺物は出土していない。  

EJl・2号土坑   

EJl号住居跡の北側に近接する。2基の土坑の重複としたが、単一の遺構の可能性もある。  

Jl号土坑は径約1mを測り、円形を呈する土坑で、深さ18cmを測る。J2号土坑は径約60cm  

を測る円形の土坑で、深さ30cmを測る。遺物はいずれからも出土していない。  

E」3号土坑   

E区南半部に位置する。長径175cm、短径105cmを測る長円形の土坑である。深さは約30cmであ  

る。遺物は出土していない。  

E」4号土坑   

E区北半部に位置する。EJl・2号土坑と近接する。西半部は調査区域外である。   

径約120cm、深さ約65cmを測る円形の土坑で、断面形は袋状を呈する。遺物は出土していない。  

E」5号土坑   

EJl号住居跡の中央部に重複する。南側にも円形の落ち込みが認められるが、本跡との関係  

は明確でない。長径240cm、短径200cmを測る不整円形の土坑である。深さは約135cmを測る。北東  

には径約30cmの柱穴状の部分がある。底面が本跡と連続しており、本跡に付帯するものと考えた  

が、EJl号住居跡の2Pと合わせ主柱穴の可能性も否定し切れない。   

遺物は数点の土器破片、剥片が出土している。  
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（3）出土遺物   

EJl号住居跡出土遺物（第14～16図）   

本跡から出土した土器は全て繊維を含む。   

1と5は表面が摩耗しており不鮮明であるが、単軸絡条体と思われる。2～4、6、7は平行  

の沈線で施文されるが、4は浅く細い。8～11は比較的幅広の爪形文で施文される。12は頸部破  

片で平行沈線で施文される。地文は0段多条RLである。13以降は全て縄文で施文される。14は  

平縁の深鉢で原体は前々段反撚か。15はR一大1・細1・太rとL一大2r・細rの異束多条縄  

文で菱形施文する波状口緑の深鉢である。16は弱い波状を呈する深鉢と思われる。原体はLR。  

17は胴部破片でLRと0段多条RLで菱形構成する。13、18～22は口緑部で、13は平縁LR、18  

もLRで平緑、19、20は無節Lで波状口緑、21はRと思われる。22は附加条第2種で平緑と思わ  

れる。23は粗い原体でRLpLRか。24もRL－LRであるが、原体の太さを変えているか、若  

しくはRLと直前段多条LRで羽状に施文している。25は直前段反撚LL、26はRLLLR、27  

は0段多条RL■LR。28・31・32・34・37はLRで、30もLRか。29はRLと0段多条LRで  

羽状。33は0段多条RL－LR、35は不鮮明であるがRLFLRか。36は結束RL－LR。38は  

RとLで羽状に施文する底部。39は0段多条RLか。42はR、43は太L2本に細Ll本を付加し  

ている。40、41、44は原体不明。45と46は同一個体で無節LとRを羽状、菱形に施文する。48・  

50もRとL、49と52はR、51、58はL、53は粗い原体でRLLLRか。54は単軸絡条体でRをL  

巻きとLのR巻き、55もLであるが、横と斜め方向に施文する。60はLとRで羽状に施文するが、  

58と同一個体の可能性がある。61は附加条第2種でLR＋2LとRL＋2Lを羽状に施文する。  

62は単軸絡条体でR縄2条をLに巻いたものとL縄2条をRに巻いて羽状に施文。63は附加条か  

異束異条斜縄文。64は単軸絡条体でL2条とR2条十11条で菱形に構成する。65は附加条第2  

種と思われるが施文の交差部であり不明瞭である。66は附加条第1種で菱形に構成する。  

CJl号住居跡出土遺物（第17・18図）  

1・2は炉内埋設土器である。1は4単位の山形突起を付す深鉢形土器である。口緑部文様帯  

は5単位の楕円区画文と渦巻き文を沈線と隆帯で構成する。楕円区画文の内部には縄文が充填さ  

れるが、1個は無文である。胴部文様帯は縦位の沈線で区画され、縄文帯と磨消帯が交互に配さ  

れるが、区画帯数の関係で1ケ所は縄文帯が連続する。2は4単位の小波状（突起？）口緑深鉢  

で、1ケ所は山形突起が付される。突起先端は凹められ、前面には斜めに沈線が付される。口緑  

部文様帯は楕円区画文と渦巻き文が口縁部に合わせて付される。渦巻き文は右巻きと左巻きがそ  

れぞれ沈線で連結される。胴部文様帯は縄文帯と磨消帯が交互に配される。1・2とも胴部下位  

～底部は打ち欠かれているが、口縁部は完存する。3～6は口緑部破片である。3・4は波状も  
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第15図 EJl号住居跡出土土器（2）  

しくは突起を付す口緑部で、3は隆帯、4は隆帯と沈線で区画文を構成すると思われる。5・6  

は無文で6の下位には微隆帯が認められる。7～9は磨消帯が垂下する胴部破片である。10は条  

線が垂下する。12は蛇行沈線が垂下する。13は横位の沈線により文様帯を区画する。14は縄文帯  

と磨消帯が沈線で区画される。15は2本の沈線で縄文帯と磨消帯が区画される。17は地文上に隆  
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帯とこれに沿う沈線が垂下する。11・16・18～23は地文だけの胴部破片である。   

24～32は前期後半に属すると思われる破片である。24～27は地文だけの胴部破片で、いづれも  

RLである。28は口縁部破片で口唇部直下に幅の狭い爪形文帯が3段に横走し、円形刺突文が縦  

位に配される。27も口緑部破片で、口唇部直下に連続刺突文と、その下には4本1単位の平行沈  

線文が施文される。施文具は貝殻と思われる。30以下は胴部破片で、30は3本1単位の平行沈線  

で鋸歯状に施文される。31・32は爪形文である。  

AJl号土坑  

1は波状口緑を呈する深鉢で、底部を欠失する。口綾部文様帯は爪形文で菱形に構成する。胴  

部はRL－LRで羽状一菱形に施文する。2は口緑部破片で竹管でC字状の連続刺突を行う。4  

もLの地文上に竹管で連続刺突を行っており、2と同一個体の可能性がある。3はRL－LR、  

5・6はLで、7は附加条第1種で羽状一菱形に施文する。8は底部で、上げ底状を呈する。縄  

文はRL－LRを施文する。  

A」2号土坑   

附加条第1種により羽状一菱形に施文する。1・2とも同一個体破片である。  

A区遺構外出土土器  

1～10は合繊推土器である。1は連続刺突文の口緑部である。2は爪形文の口辺部片である。3  

はRL、4は0段多条RLである。5はLRの地文の上に浅い平行沈線が1条垂下している。6  

はRLか。7は附加条第1種、8は不鮮明であるがLRか。9はRL－LR、10はRLである。  

1～10は前期中葉の所産と思われる。  

11・12は浮線文である。11は2本の浮線の上に矢羽根状のキザミが付される。12は薄い浮線上に  

縄文施文される。13～20は平行沈線が施文される。13は波状口縁で櫛歯状の工具で施文される。  

15は口唇部外面に刺突凹凸文が施文される。18は矢羽根状の集合沈線に棒状、ボタン状貼付文、  

19は棒状貼付文、20は大波状口縁の先端部に小さなボタン状貼付文が付される。21は有孔浅鉢で  

ある。22は棒状工具によると思われる単沈線で区画され、区画内に同じ工具で矢羽根状に充填さ  

れる。円孔が穿たれる。23は細い竹ベラ状の工具で刺突文を密に充填する。11／、23は前期後半の   

所産と思われる。   

24～27は口緑部片で、24・25は口唇部直下を隆帯で区画し、区画内を沈線で矢羽根状に施文す  

る。26は幅広の無文帯下を隆帯で区画し、内部に縄文LRを充填すると思われる。27は薄い無文  

の口縁部から急激に肥厚し、LRを施文する。28～32は隆帯と地文の胴部片で、29は高い隆帯上  

に沈線が1条入る。30は2本の隆帯が垂下し、横帯も巡る。胴部区画内には地文上に沈線文も施  
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第19図 AJl号土坑出土土器  
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文される。31・32には弧状の隆帯がみられる。33～47は沈線と縄文が施文されるもので、33～36、  

39～41は地文上に2～3条の沈線で区画文が施文される。37は蛇行懸垂文、38は区画内に細い平  

行沈線で施文されるか。42・43・45は沈線間を磨消する。44も磨消帯が沿うと 思われる。46は地  

文上に沈線が垂下する。48～52は無文地に沈線で施文する。48・49は同一個体で隆帯が垂下する。  

50も同一個体と思われ、全面に沈線が垂下する。51・52は隆帯間を縦位の矢羽根状に施文する。  

53・54は斜行する細沈線が地文である。54は円文ないし渦巻文が沈線で施文される。55～72は地  

文縄文の胴部片である。24～72は47を除き中期後半の所産と思われる。ただし、縄文地文は後期  

のものが含まれる可能性がある。   

73～76は口緑部片である。73は口唇部直下の隆市区画内に円形刺突文を連続させる。76は突起  

先端に刺突、74は［］唇下に交互刺突文を連続させ沈線で区画する。75は沈線区画内に刺突文か、  

77・78も刺突文である。79・80も口縁部で沈線と磨消帯で区画する。81は沈線で口縁部文様体を  

区画し、縄文を充填する。また、口唇直下内面は鍔状に張り出す。47、73～81は中期末葉から後  

期初頭の所産と思われる。   

82は波状口縁の土器で、口唇部に沈線を1条施文する。口緑部は外折する。縄文地文上に沈線  

で施文する。83は口緑部に2列の微隆帯を配し、以下に磨消帯・縄文帯で施文する。84は2条1  

組の細い磨消帯が垂下する。82～84は後期前半の所産と思われる。85・86は無文の口緑部片で、  

85は平口緑の可能性もある。87は口辺部片で、太い沈線で区画文、区画内施文する。88は無文で  

2本の隆帯が横走する。89は無文であるが、焼成後の押し引きが見られる。90・91は浅鉢で、90  

は沈線で渦巻文が描かれる。さらに細い棒状工具によると思われる細かい刺突文（円形？）が渦  

巻文の脇に付される。また稜に沿って上面に同様の工具で暗文状の斜行沈線が連続施文される。  

91は口緑部が肥厚し、外反する。92は無文の底部である。  

C区遺構外出土遺物  

1～12は合繊維土器である。1～7は縄文施文で、1・2・4は口唇部を面取りし、4は内削  

状。原体は1・2は単節LR、3はLRRLで羽状に施文、4は附加条、5も附加条の可能性  

がある。6は無節のようにも見えるがはっきりしない。7は付加条と単節LRで矢羽根状に施文  

する。8～12は爪形文である。8は無文部に菱型で区画するが、爪形文というより連続刺突文で  

ある、9・10は波状口緑の爪形文帯、11は菱形区画の一部と思われる。12は頸部か。13以降は無  

繊維で、16までは幅の狭い爪形文で施文される。13は浅鉢である。17・18は平行沈線で、17は肋  

骨文、18は横帯・波状文が櫛歯状工具で施文される。19～24は地文のみの胴部片で、原体の大小  

はあるが、いずれも単節RLである。なお、20・21は同一個体である。1～12は前期中葉、13～24  

は前期後半の所産である。   

25は横位のキャタピラ文、26は口縁部に沈線で区画、27は無文帯下に沈繰を垂下する。28～32  
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ⅠⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

‾Q7。   

一－ニ＝＝二†－「  t－■－ヽ－一■コレーヽ■  

靡魂  
．／ヤ‾ニ印′‾チて′1， ■－■■乞．二i′′、●モb諾′ご，．■  

第23図 A区遺構外出土土器（3）  

は隆帯で区画する。28は隆帯上に、29は隆帯の境に刻みを付す。30～32は渦文と楕円区画文と思  

われる。30は小波状口緑で、32には懸垂帯が見える。33は横位の沈線。34～38は懸垂帯が垂下す  

る。39は地文のみ。40・41は条線が地文で40には蛇行沈線が垂下する。42は幅広の磨消帯、43は  

無文に横位の沈線、44は無文の口縁部である。地文は26、29、33、34、37がLR、28、31、32、  

35、39、42がRLである。36は単軸終条体で、38もRL縄をL巻きにした単軸終条体と思われる。  
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第24図 C区遺構外出土土器（1）  

25が中期前半で、他は全て中期後半の所産と思われる。  

E区遺構外出土土器（第26図）   

調査時点の不備で遺構外としたが、大半はEJl号住居跡出土遺物と思われる。  

1は口緑部で単軸終条体か。2は前々段反撚、3・4・5・10・13はRLで、このうち4・5・  

10は0段多条である。6・7・11はRLLLRで7は0段多条。8は前々段反撚で菱形を構成す  

る。12・15は直前段反撚か、14はR、16・17はLで、17は土製円盤か。18・19は同一個体でEJ  

l住66とも同一個体。20は附加条第2種か。21・22はLRか。23は附加条第2種、24は前々段反  

撚、25は単軸絡条体か。30は脚台状の底部で、外面無文である。すべて繊維を含む。  
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第25図 C区遺構外出土土器（2）  

長泉寺遺跡出土石器（第27～29図）   

長泉寺遺跡から出土した石器は遺構内外ともに余り多くない。出土した石器の器種は石蕗、打  

製石斧、磨製石斧、小型磨製石斧、磨石・凹石、多孔石、石皿、剥片石器類、石核がある。出土  

位置は遺構の占地状況を反映してか、B区を除く各区から出土している。各区の出土状況からは  

特別な傾向は伺えないが、石皿はC区から出土しているだけである。EJl号住居跡からは剥片  

石器類と磨石類が比較的多く出土している。  
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川 長泉寺遺跡の遺構と遺物  

．一‥∴ ‾＿．  
第27図 長泉寺遺跡出土石器（1）  
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第28図 長泉寺遺跡出土石器（2）   
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1ⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

第29図 長泉寺遺跡出土石器（3）   
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第5表 長泉寺遺跡出土石器計測表（第27～29図）  

番号  出土位置  器  種  長  さ   幅   重  さ  石  材   備  考   

ロ  A区遺構外  才了鋳   20．0   16．5   0．6  チャート  包含層   

2  A区遺構外  右鉄   21，5   13．0   0．9  頁岩   包含層   

3  E区1号  18．5   12．0   0．4  頁岩  

ピット   

4  A区遺構外  削器   77．5   55．0   67．2  頁岩   1号溝東   

5  E区遺構外  削器   52．0   50．0   45．7  頁岩  

6  C区遺構外  削器   68．0   42．0   38．5  頁岩   Jl住用軸   

7  EJl住  削器   54．（）   48．0   26．5  頁岩  

ト  E区遺構外  削器   46．5   27．（）   9．4  頁岩  

9  EJl住  削器   81．5   79．0   97  頁岩  

10  E区遺構外  削器   65．0   57．0   50．4  頁岩  

円  A区遺構外  打製石斧   （35．0）   39．5   19．3  白岩   l号溝東   

12  A区遺構外  ホ核   64．t）   65．（）   119  頁岩   1号溝東   

13  C区遺構外  石核   89．0   83．0   205  頁岩   Jl住周囲   

14  EJl住  磨石・凹石   98．（）   72．0   438  安山岩  

15  E区遺構外  磨石・凹石   100．5   62．5   324  安山岩  

16  E．Il住  磨石i   122．0   80．5   377  安山岩  

17  EJl住  磨石   1〔〉4．0   R6．0   612  安山岩  

18  CIIl住5  磨右・凹石   109．5   85．0   684  安山岩  

19  A区遺構外  磨右・凹右   128．0   12〔l．5   1，120  安山岩   1号満   

20  EJl住  小型磨製ホ斧   （29．0）   23．0   5．5  蛇紋岩  

21  C区遺構外  小型磨製fi斧   （33．0）   27，0   12．6  蛇紋岩  Hl住西側一一括   

22  A区遺構外  磨製石斧   217．0   79．0   1，250  緑泥片岩  打製石斧に転用か   

23  CJl住  石皿   108．5）   96．0   438  安山岩  

24  C区遺構外  石皿   280．0   188．0   6，680  安山岩  

25  CJl炉  ホ皿   370．5   305．0   5，890  安山岩  
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ⅠⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

3．平安時代の遺構と遣物  

（1）竪穴住居跡   

Al号住居跡（第30図）   

A区西寄りに位置する。西方約6mにA2号  

住居跡が近接する。また、南東約3mに掘立柱  

建物跡も近接する。   

東西2m、南北約2．6m、深さ約20cmを測り、  

隅丸長方形を呈する小型  

住居である。壁面は若干  

角度をもって立ち上が  

る。床面は良好に踏み固  

められている。両壁と北  

壁の中央を除いて壁周溝  

が巡っている。幅10cm前  

後で、深さ約5cmと浅い。  

南東隅には長径55cm、短  

径35cmのピットが検出さ  

れており、中から扁平な  

礫や土器が出土した。竃  

は東壁の南に寄って付設  

されている。燃焼部が壁  

内外にかかるタイプで、  

煙道部が約40cm壁外に伸  

びる。補強材である礫が  

数点残存する。   

遺物は杯・士宛類がピッ  

ト中などから出土している。  

1   

第30図 Al号住居跡  

∵∵  
／・二‾■  

ノノ丁 し－－｝一－‾          ／  

′－、 

一・－－ラーへ／ ＼／  

＼  」し一∠＿   ノ、、‥′一－＼｝」  

竿て＝二‾‾「つ  

モー「‾‾丁  

第31図 Al号住居跡出土遺物  

A2号住居跡（第32図）   

A区西端に位置する。Al号住居跡が近接する。   

東西2．8m、南北4．5mを測る隅丸長方形の住居跡である。深さは25cm前後である。壁面は北半  

37   



は直に立ち上がるが、南半は若干角度をもって立ち上がる。床面は全体的に堅緻である。南壁を  

除いて壁周溝が巡っている。幅15cm前後、深さ5cmを測る。南東隅には径約60cm、深さ16cmの浅  

い土坑が付設されており、中から土器が出土している。東壁北寄りの周溝にかかって2本の小ピッ  

トが検出されている。径15・20cm、深さ16・13cmを測る。性格は不明である。竃は東壁のかなり  

南に偏して付設されて  

いる。壁面は礫により  

補強されており、前面  

の床面上には補強材と  

思われる多量の礫が散  

在していた。内部から  

は多量の羽釜破片が出  

土した。また前面の床  

面は広範囲に焼土化し   

ていた。   

遺物は床面の各所に  

散在して杯・域類、羽  

釜等が出土した。  

第32図 A2号住居跡  

デイ  くこ…≡‾∴  

二‾こ＿ニ  

＼＼∈圭三プ  

・  

■  

第33図 A2号住居跡出土遺物（1）   
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ⅠⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

′ √‾‾‾‾‾‾‾‾‾」    ＼ヽ  

第34図 A2号住居跡出土遺物（2）  

Cl号住居跡（第35図）   

C区西半部に位置する。2号住居跡と重複するが、新旧関係は不明である。   

東西4．2m、南北約3．1mを測る、縦長の隅丸長方形住居である。深さは20cm前後である。北壁  

は直であるが、南壁は若干角度をもって立ち上がる。床面はほぼ全面が堅緻である。両壁を除い  

て浅い壁周溝が巡っている。幅約10cmで、深さは5cm以下である。西壁周溝は壁から若干離れて  

掘られている。西隅に壁面から離れ、径約50cm、深さ55cmの土坑が検出された。また、両壁の東  

端に沿って長辺約65cm、55cm、深さ20cmの土坑が設けられている。この底面中央はさらに25cmほ  

．ヲ9   



ど深く掘られており、   

この土坑内上層から土  

器が出土している。竃  

は東壁のかなり南に偏   

して付設されている。  

壁面は礫で補強されて  

おり、内部から土器類  

が出土した。   

遺物は杯碗類、羽釜  

脚付小型婆等が出土し   

ている。  

C2号住居跡   

東西2．2mを測り、南  

北は約80cmを調査し  

た。  

深さは5cm弱であ  

る。床面は平坦である  

が、軟弱である。北西  

に径60cm、深さ10cmの  

土坑が検出されてい   

る。   

遺物は出土していな   

い。  

て、∴二‥  

第35図 Cl・2号住居跡及びCl号土坑  

汗  
第36図 Cl号住居跡出土遺物（1）   
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1ⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

＼起出＝プ  

第37図 Cl号住居跡出土遺物（2）  

第38図 Cl号土坑出土遺物  
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（3）ピット群（第39図）  

A区のほぼ中央に位置する。   

ここでは多数のピットが集中して検出されている。このうち5基のピット（Pl～P5）は、  

他に比して規模が極端に大きく、調査区域が狭いため、部分的な調査に留まった可能性もあるが、  

ここでは検出された部分で一応のまとまりがあると考え、掘立柱建物跡として報告したい。また  

建物跡の時期は明瞭に判断できないが、本項で扱いたい。   

ピットの規模は径40～60cm、深さ  

は70～90cmを測る。これ以外のピッ  

トの深さ20～40cmと比べ、格段の違  

いがある。建物規模はばぼ長方形に  

配置された4本を基本に考えると、  

東西1間若しくは2問、南北1間で  

2．OmX約4．4mを測る。この場合P  

2が北辺から約30cm外れているが、  

深さは浅いものの、両辺から約60cm  

南にP2に対応して位置するP5と  

合わせて、棟持ち柱と考えることも  

できる。また、P3とP6を結んだ  

対角線の延長線上の両側にはいずれ  

も約3．6m離れた位置に小ピットが  

検出されており、建物跡と関連する  

ことも考えられる。  

（4）土  坑   

Bl号土坑（第40図）   

B区北端に位置する。2号土坑が  

南西約10mに近接する。   

東西約1．8m、南北2．2mを測り、  

北辺・南辺が弧を描く台形状を呈す  

る。底面は中央部がわずか凹むが、  

ほぼ平坦である。埋土は上層にCP、  

FP、焼土混じりの暗褐色土、下層  

42  
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ⅠⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

に炭化物を多量に混入  

する黒色土が堆積す  

る。また、中央部から  

北半部の底面に密着し  

て炭化物（萱類か）、灰  

層が堆積しており、底  

面は焼土化している。   

遺物は羽釜、土釜の  

破片が底面に密着して   

ヽ
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．
．
．
．
．
．
．
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．
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．
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・
／
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出土している。  

第40図 Bl・2号土坑  

B2号土坑（第40図）   

B区の南端に位置する。   

東西1．7m、南北2．2mを測り、隅丸の長台形状を呈する。深さは北壁が20cm、両壁が8cmであ  

る。埋土は南半部に軽石混じりの暗褐色土が、北半部に焼土・炭化物混じりの黒色土が堆積する。  

底面は中央が凹んでいるがほぼ平坦である。1号土坑と同様に底面密着で炭化物・灰層が堆積す  

る。底面は主に長軸に沿って廃土化しており、土間床状に堅くなっている。   

遺物は羽釜破片が出土している。  
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（5）溝  跡   

Al号溝（第42図）   

A区の東半部に位置す  

る。   

調査区の幅約5．2mの長  

さを調査し区域外へ伸びて  

いる。走向は東西方向で、  

N600Wを測る。東半部  

でほぼ真南に分枝し、調査  

区内で消滅する。満幅約1．  

5m、深さ45cmを測るが、基  

本的に鍋底状の断面形を呈  

する。底面の各所に流水痕  

が認められる。   

遺物は杯域類、碧などが  

出土した。  

、、－．＿・－－・   

第42図 Al号溝  

ゞ・二 二‥十′■‾  

1、・二；’  

第43図 Al号満出土遺物   
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IlI長泉寺遺跡の遺構と遺物  

Cl・2号溝（第44図）   

C区東端に位置する。調査区  

内の北端で重複するが、新旧関  

係は不明である。   

調査区の幅約4．5mを調査し、  

区域外に伸びている。   

幅はいずれも1．2m前後を測  

る。深さは1号溝が約20cmで、  

断面形状は鍋底状を呈する。2  

号溝は深さ約10cmと浅く、断面  

形状は逆台形状を呈する。1号  

溝にはかなり激しく流水痕が認  

められている。   

どちらの清からも遺構に伴う  

と思われる遺物は検出されな  

かったが、埋土等から平安時代  

に属すると考えている。  

223．・10  223．40   

b一＼ J b′  c一一C′  

第44図 Cl・2号溝  
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第6衣 Al苛性店排出士道物粗製衣（第31図）  

第7表 A2号住店跡出土遺物旭察表（第33・34園）  

出土位置  
番号  岩旨 唖  法 具（Cm）  脂土・色調  器 什ラ、 城 ・ 悪妻 形 の 特 徴  憫 考   

残存状態  

ロ  高台付椀  南西隅沫直  二次焼成  
犯悪2苫  底：7．6  小礫   lノこl外面回転ナデ．底部糸切り後イ寸前台．   やや峡間  

一部矢指   

2  苗台¶■椀  カマド前面  lコ：13．5  赤・白色拉  休即深い．   歪み大きい  
娼悪儲  北側   底：6．4  石英   内外面回転ナデ．底部糸切り後付高台．   軟質  

2／3  南：5．7  にふい黄橙、柁  右回転．   

3  椀■7  貯蔵穴  口：14．2  白色拉、抄‡立  口綿飢餓く外反．   やや軟質  
娼恵2岩  1／7  灰～椅   内外面回転ナデ。底部糸切り後何高台。接合  

郡の調蛙は雑で外面に才占土はみ出す．   

ロ  椀  カマド  口：12．8  赤色拉、小礫  内外面回転ナデ．口綾部先端に焼成後のヰザ  軟質  
須恵謂  1／3  浅背、黄灰  ミ？煩があるが、砥石？として使用か．   

椀  カマド左脇  口：13．6  赤色‡胴立、   休上郡、□綿別の器厚は薄い．   軟質  
須恵2芸  1／6  底：6．9  内外面回転ナデ．   

苗：6．1   

6  椀  北東隅床直  底：6／’2  粗抄   高台直立気味．   やや軟肇  
狽悪器  底部完存  にふい黄橙、灰  内外面回転ナデ．底部糸切り後ホ1■高台．   

7  椀  哩土   口：13．8  砂粒   口緑鮎は比較的強めに外反。   やや軟閣  
壬∈鱒準  1／6  にふい黄   内外血回転ナデ．   

8  早来  カマド  底：5．6  赤色拉、租砂  内面ナデ．外面ヘラケズリ．  
土帥絹  3／5  明赤禍匹．、にふ  

い帽   

9  羽釜  わマド  ［．］：20．8  仁1色事立、赤色相  l二1唇吾l札付柚咽り．鍔i，川iく上半りする．  

l／4  鍔：25．6  小礫   内血と外山1上土l三郎は回転ナデ．外山「ド半即は  
底：8．0  
商：25．4   

10  ：l5】釜  カマド  ［コ：19．8  仁l色事立・赤（ウ．拉  「昭制服溺小面1仮り．鍔は低い三川形。   鍔下面詫で  
1／4  鍔：22．4  粗砂   川渦腑柑冊坊伺ナデ．口綾部内・外山～鍔ヨ  へうケズリ  

にふい粥椙、橙  コナデ．胴部外面揖へうケズリ．   痕   

羽韮  埋土   ［］：21．6  白色拉、砂粒  l二碓拍鋸甘妬いナデによー）外側に突出．  
1／8  鍔：24．6  

L】：16．4   

1／4  鍔：21．4  小礫．にぶい憧  内外血ともヨコナデ．   

13  羽蓋  カマド  鍔：21．4  赤・白色柁、  鍔は下向き三川仲子で低い．   外面に累斑  
1／7  川砂 にぷい  

萌瞳、にぶいⅠ豊   

m  羽韮  カマド  砿：9．6  粗砂   l人l漬ik購よナデ．外剛舶lトラケズリ後ナデ、  
1／5  にぷい拒惜、帽  底部ヘラケズリ．   

15  窺  埋土   
須恵椚  1／8  伏   より沈む．1火＝再ナデ．外面凪転ナデ．   やや軟閂   

16  醜  カマド  赤・白・黒色粕  肝】下三l二郎はi打線r仰こ聞く．   硬閂  
狼悪器  1／8  拍灰   内外面とも楢方向のナデ．タタキ痕あり．  ［］：17．8  白色拉、抄‡立  n緑帥強く外反．口緑部内両独い回転ナデに  師部榔佗痕  



ⅠⅠⅠ長泉寺遺跡の遺構と遺物  

第8表 Cl号住居跡出土遺物観察表（第36・37図）  

番号  器 種  出土位置 残存状態  法 量（cm）  胎土・色調   
器 形、成l・整 形 の 特 徴   備  考   

璃  貯蔵穴  口：13．6  白色粗粒   ロ縁郡短く外反。休部は内湾し、深い。高台端  内外面異斑  

須恵器  1／4   底：7．0  ・灰白～灰   部の調整は粗雑。   やや軟質  

高：5．5  内外面回転ナデ。回転糸切り。付高台。   

田  杯  休部一部  口：5．6  白色粒、異色鉱  突出気味の底部から内湾してたちあがり、口緑  煤付着  

須恵器  底部完存  底：3．6  物   部外反する。   内面に黒斑  

高：2．6  にぷい黄橙  内外面回転ナデ。左回転。糸切り無調整。   軟質   

3  小型車  1／4   口：12．4  粗砂、白色粒  丸い胴部からロ緑部は直立気味に外反。   胴部外面は  

（須恵器）  胴：17．0  片岩粒   内面口縁郡上半へラケズリ、他は回転ナデ。  剥落が激し  

にぷい黄橙  外面口緑部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。   い   

4  羽  釜  カマド前面  口：23．0  小礫、砂粒  口唇部は丸みを持つ。内面ヨコナデ、横方向ナ  口緑部外面  

1／5   鍔：26．4  白色粒   デ。外面口縁部ヨコナデ・エビオサエ、胴部上  に接合痕  

明赤褐色   半短い斜め・下半縦ヘラケズリ。   

○  羽  釜  両壁際床直  ロ：28．4  白色粒、砂粒  口唇部強く面取り。鍔先半部は薄い。   口緑部外面  

1／3   鍔：33．0  にぷい黄橙  内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口綾部～鍔ヨ  

コナデ。胴部上半横・下半縦ヘラケズリ。   多い。   

羽  釜  カマド   口：22．0  赤色粒、砂粒  口唇部は丸みを持つ。鍔は先端丸い三角形。  表面荒れて  

1／3   鍔：27．6  にぷい黄橙  内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口緑部～鍔ヨ  

コナデ。胴部ヘラケズリ。   不明瞭。   

巴  羽 釜？  カマド  底：8．6  砂粒、赤色粒  底部内面ハケ状ナデ後ナデ。   内外面に煤  

底部完存  にぷい黄橙～褐  外面底部ナデ、胴部へラケズリ。   付着   

8  羽釜？  埋土   胴：（23．0）  白色拉、粗砂  器厚薄い。   クレーター  

1／7  にぷい橙～橙  内面ナデ。外面ヘラケズリ。   状剥落   

第9表 Cl号土坑出土遺物観察表（第38図）  

番号  器 種  出土位置 残存状態  法 量（cm）   
胎土・色調   器 形、成・整 形 の 特 徴   備  考   

ロ  高台付璃  底部完存  台：6．8  白色粒、小礫  内面：横→縦ミガキ。   不完全な内  

須恵器  砂粒   外面：休部回転ナデ。底部糸切り後付高台。  黒？  

橙～灰黄褐  右回転。   

羽  釜  1／5   口：26．6  白・赤色粒  口唇部面取り。鍔基部三角状で先半郡薄い。  外面に輪積  

鍔：31．0  粗砂 にぷい黄  内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口緑部～鍔ヨ  み痛が明瞭  

橙～灰黄褐  コナデ。胴部へラケズリ。   に残る   

第10表 Bl・2号土坑出土遺物観察表（第41図）  

番号  器 種  出土位置 残存状態  法 量（cm）  胎土・色調   
器 形、成・整 形 の 特 徴   備  考   

ロ  羽  釜  Bl・2号  口：25．4  赤・白色粒  口唇部面取り。鍔先端は丸味ある。   Blの破片  

土坑   鍔：28．4  にぷい黄橙  内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口緑部～鍔ヨ  

コナデ。胴部ヘラケズリ。   成受ける   

2  土  釜  Bl号土坑  口：23．0  赤・白色粒  口縁部は短く外反。  

1／2  粗砂   内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口縁部～鍔ヨ  

黄橙～橙   コナデ。胴部ヘラケズリ。   
田  土  釜  Bl号土坑  ロ：24．6  白色粒、小礫  内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口縁部～鍔ヨ  2と同一個  

1／8  にぷい黄橙  コナデ。胴部へラケズリ。   体の可能性   
4  羽  釜  B2号土坑  口：20．4  砂粒   内面ヨコナデ、横方向ナデ。外面口緑部～鍔ヨ  

1／8   鍔：23．6  にぷい橙   コナデ。胴部へラケズリ。   
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第11表 Al号満出土遺物観察表（第43図）  

番号  器 種  出土位置 残存状態  法 量（cm）  胎土・色調   器 形、成・整 形 の 特 徴   備  考   

ロ  坪  1／8   ［］：12．0  果・白色粒  休部は直線的に開き、日録部は弱い外反。   やや硬質  

須恵器  底：7．（）  内外面回転ナデ。底部糸切り後周縁調整。  

高：3．5   右回転。   

2  杯  一部欠損  口：13．5  赤・白色粒  内外而回転ナデ。底部切り離し後粘土を加え再  外面に「十」  

須恵器  底：7．0  粗砂   度切り離している。糸切り後未調整であるが、  状の線刻や  

高：4．0  灰白～灰   棒状工具痕あり。   や軟質   

3  婆  1／5   胴：32．6  白色粒、組砂粒  内面タタキ後横方向ナデ。外面ナデ。（1ケ所タ  やや硬質  

須恵器  灰～灰白   タキメ残る）   

／lヾ   



ⅠⅤ まとめにかえて  

ⅠⅤ まとめにかえて  

今回の発掘調査は、圃場整備事業の道路予定地の試掘によって遺構が検出された部分だけを調  

査するという、ごく小規模なものであった。試掘調査は遺跡の内容に即して行ったわけではない  

ので、遺跡の範囲や密度、あるいは性格についても明瞭に把握されたわけではない。しかし、そ  

れらの事項について、断片的ではあるが、ある程度は推測することができる資料も得られている  

ので、若干の補足説明を交えながら調査の成果を振り返りまとめにかえたい。   

赤城遺跡   

検出された遺構は溝2条と溜井と推測した遺構（1号遺構）1基である。調査地は現況では炬  

地となっていた。2条の溝については、出土した遺物等から屋敷跡と考えたが、周辺の聞き取り  

調査を行ったかぎりでは、何らの伝承も残っていなかった。（但し、調査地の南西約100mの畑地  

には鳥屋敷と呼ばれる屋敷跡の伝承がある。）調査地の北側は住宅となっているが、一代前に宅地  

になったということであり、ここが屋敷跡であった可能性は否定できないものの、現段階では、  

調査地の北西部分の畑地に建物跡があり、調査地を含めて屋敷跡であると考えている。   

遺構は前記したように近世～近代のものだけであるが、遺物は前期中葉を主体とする縄文時代  

のものと平安時代の須恵器・土師器が出土しており、集落が存在する可能性が大きい。遺跡の範  

囲については調査範囲が狭いため明瞭ではないが、現況水田である谷地を東限として北側～西側 J  

にかなりの広がりを持つものと思われる。   

長泉寺遺跡   

縄文時代前期中葉についてはA・C・E区で遺構・遺物が検出されており、調査範囲を網羅す  

る形で集落が展開しているものと思われる。縄文時代中期については遺構はC区で住居跡が1軒  

検出されただけであるが、遺物はA・B区からも出土しており、密度的にはそれ程濃くないもの  

の、少なくともA～Cを結ぶ範囲に集落が展開するものと思われる。平安時代についてもA～C  

区で遺構・遺物が検出されていることから、少なくとも同様の範囲に集落が展開しているものと  

思われる。このように、時代・時期によって多少の違いはあるものの、かなり広い範囲に遺跡が  

占地しているものと思われる。   

縄文時代前期中葉については先述したように赤城遺跡でも遺物が出土している。また、本遺跡  

から300m南に位置する由森遺跡（昭和62年度調査）でもこの時期の住居跡、土坑を調査している。  

これらが同時に存在していたものか、あるいは、一家族なりグループが移動しながら居住を続け  

た結果なのかは、現時点では不明である。この間題を究明するためには、縄文時代中葉の中での  

同時性が解明される必要があると思われる。また、本跡あるいは周辺の資料数の増加を待たなけ  
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ればならなず、今回のような小規模の調査からこれらについて論及することは困難である。今後  

本跡及び周辺での調査の増加を待って改めて考えてみたい。   

平安時代については前記したように、本跡の南に位置する白川遺跡・由森遺跡・久保田遺跡で  

昭和62年に調査を行っている。これら3遺跡（調査した範囲で判明したこと）の平安時代集落は、  

互いに重なり合う時期を有しながらもそれぞれが個別の期間消長し営まれている。白川遺跡は前  

代の8C後半に盛期を迎え、9C前半には衰微する集落である。由森遺跡は9C前半（8C後半）  

に出現し9C後半に盛期を迎え、10C前半で消滅する集落である。久保田遺跡は9C後半から10  

C後半まで継続する集落である。   

長泉寺遺跡の該期集落の消長を判断するには資料的な限界が大きすぎるが、調査した範囲でみ  

ると、住居跡は検出されなかったが、Al号清からは9C前半代の須恵器杯が出土しており、少  

なくともこの年代には居住が開始されたことが推測できる。また、Bl・2号土坑は11C代に属  

すると考えられ、間に集落の中断期問が挟まれる可能性は否定できないものの、9～11C代に営  

まれた集落と推定される。遺物を出土した住居跡3軒は、いずれも10C代に属すると思われ、確  

率的に見れば10C代に盛期を迎えた可能性が強い。   

仮に前段の推測が妥当であるとして、長泉寺遺跡と3遺跡の該期集落の消長を比較すると、存  

続した時期は3遺跡の中では本跡から最も離れた久保田遺跡と比較的類似する。各集落の盛期は  

久保田遺跡は不明瞭であるが、白川遺跡（8C後半）→由森遺跡（9C後半）→長泉寺遺跡（10  

C代）というように、一定していない。あるいはこの3遺跡の中で移動が行われたとも考えられ  

る。9C前半代にはこの3遺跡の中の未調査部分、あるいは近接した他の遺跡が盛期を迎えた可  

能性もある。当時の集落の発生、存続、あるいは消滅にどのような社会・経済的な営力が作用し  

ていたかは不明である。また、行政的な単位についても不明であるが、少なくとも白川・由森・  

長泉寺遺跡については、それぞれの集落の消長が、深く他の集落のそれと係わりをもっていたで  

あろうことが推測されるのである。もちろん多少の差はあれ、居住時期を同じくする久保田遺跡  

の集落が係わりを持たないということではないが。   

いずれにしても、長泉寺遺跡の調査は試掘調査である。わずかに得られた資料から遺跡全体の  

様相を把握することは不可能であり、まして他の遺跡との関係を追求することも困難である。こ  

れらの問題については今後の資料の増加をまって改めて考えてみたいと思う。   

なお、小字名である「長泉寺」についての伝承はなく、調査でも寺の存在を明瞭に証明するよ  

うな遺構・遺物は検出されなかった。   

最後に、改めて、調査に多大なるご助力をいただきました群馬県教育委員会文化財保護課、並  

びに大胡町教育委員会、北橘村教育委貞会に心より感謝申し上げまとめにかえたいと思います。  

．与（）   



写真図版   



PLl赤城遺跡  

1．1・2号満全景（東から）  

2．1号満全景（北から）  

4．同上（南から）  5．1号構（北から）   



PL2 赤城遺跡  
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PL3 赤城遺跡  

7図－7  

1号溝出土（写真相槌のみ）  

7図1  

7図－4  7図一6   

7区ト9  

7図－13  

陶磁器・石臼  



PL4 長泉寺遺跡  

1．A区全景（西から）  

2．C区全景（西から）   



PL5 長泉寺遺跡  

1．CJl号住居跡（北から）  2．同左 炉（北から）  

3．EJl号住居跡（北から）  4．AJl号土抗（北から）  

¶破線き 磯  JF・・．－・・i⊥；  

5．CJl号土抗（西から）  6．EJ5号土抗セクション（北から）  

．て  
⊥ヾ■   

7．EJ3号土抗（南から）  8．EJ4号土抗（東から）   



PL6 長泉寺遺跡  

1．Al号住居跡全景（西から）  2．同左南東土抗礫出土状態（西から）  

4．同左（北から）  3．A2号住居跡全景（西から）  

5．Cl・2号住居跡全景（西から）  6．Cl号住居跡竃（西から）  

7．Cl号住居跡南西土抗（北から）  8．同左両壁際土抗（北から）   



PL7 長泉寺遺跡  

1．Bl号土抗（南から）   

■  

2．B2号土抗（南から）  

3．Cl号土抗（北から）  

6．Cl・2号溝（北から）   

乳   腺  〝 ｝1●  

ト ー  
義∵警炉  
ふ∵ さ鱒轡  

一章工㍗－－・  
．ド筋  ・ ＿ ＿   一－■い一  

7．E区全景（北から）  



PL8 長泉寺遺跡  

AJl土  

AJl土－1  

AJl土一8  

■  

せ針感  

亀膠観劇  
囁鳥態聖 

区遺構外   A区遺構外   

縄文時代遺物  



PL9 長泉寺遺跡  

雷
■
 
 

CJl住¶1  

CJl住¶2  

t翳哲t■  
隠亀牒蟻▼  

CJl住  

C区遺構外   C区遺構外  

縄文時代遺物  



PLlO 長泉寺遺跡  

■  
EJl住  EJl住  

縄文時代遺物   



PLll長泉寺遺跡  

29図－23  

28図】22  

ミ：ニダ  
A2住¶1   

A2住8  

A2住2   

縄文時代石器、平安時代遺物  

Al住－4  



PL12 長泉寺遺跡  

＜  二  

Bl・2土－1  

Ala土－2  

Bl・2土－2  

Ala土－3   Bl・2土一3  

Cl住－5  Cl住岬3  

Cl住－4  Cl住－1   

平安時代出土遺物  



『赤城・長泉寺遺跡』正誤及び補足   

《赤城遺跡〉  

昔■ラニう図 フカ‡城j罠跡全困』1妄j‾肘－→1号遭遇   

《長泉寺遺跡）   

図版見出し 土情→二t二二坑   

P二〕8 第33団8の下の線引実測図の縮尺1／3   

P4 3 第40図 Blt 2号土坑 は左がBl号土抗、右がB2号土坑   

P∠16 遺物観察表は差し替え  

《写真図版》   

P L」1 5．1号堪－→卜Fう‾遭遇   
Pl」5、7  土仇→土机   

P L12 Ala土2 －→Al潤一2  
Ala土－3 →Al構－－3   
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